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■ 2015年度 発電実績 ■                                  

 発電量（kWh） 

【 前年比】 

平均風速

（m/s） 

設備利用率

（％） 

 発電量（kWh） 

【 前年比】 

平均風速

（m/s） 

設備利用率

（％） 

４月 296,695【 92.6%】 5.1 20.7 10月 532,473【158.8%】 7.6 36.0 

５月 404,165【 93.7%】 5.3 27.3 11月 201,178【 41.8%】 5.9  14.0 

６月 185,870【90.7%】 3.9 13.0 12月 640,502【 72.8%】 7.6  43.3 

７月 181,669【206.7%】 3.7 12.3 1月 740,479【 94.9%】 8.1  50.0 

８月 153,120【68.4%】 3.9 10.3  2月 629,873【124.1%】 7.8  45.5 

９月 210,921【187.2%】 5.0 14.7 3月    

 

○ 今月は平年並みの風況でした。 

○ 東北電力㈱からの解列要請が１日ありました。 
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■ドキュメンタリー映画「おだやかな革命」が制作されています   ■ 

 

 生活クラブ風車

「夢風」をつうじ

た取り組みが、ド

キュメンタリー映

画「おだやかな革

命」に取材頂き紹

介されます。 

 映画を制作して

いる「いでは堂」

映画監督の渡辺智

史は、生活クラブ

も賛同した「よみがえりのレシピ」の監督です。今回の映画は、再生可能エネルギーや全国で立ち上が

る市民発電所建設を映像で伝えるドキュメンタリー映画「おだやかな革命」です。ご当地エネルギー協

会の全面的な協力で日本全国のコミュニティパワーの取り組みが紹介されます。一つ一つは小さくても、

まとまれば原発をもしのぐ力を発揮する自然エネルギー。持続可能で次世代に安心して引き継ぐことが

できる自然エネルギーへのシフトを全国に発信します。 

2015 年 8 月 1-2 日の秋田県にかほ市への組合員リーダーツアーにご同行頂き、夢風の視察や芹田地区

の加工用トマトの収穫体験、夢風ブランド開発活動の中間発表の様子などを取材頂きました。さらに、

2016 年 2 月 6 日、経堂の生活クラブ東京本部での 2015 年度夢風ブランド活動発表会の様子も取材頂き

ました。今後、にかほ市で生産者へのインタビューを行う予定です。 

ドキュメンタリー映画の完成は、2017 年の秋以降との事です。2016 年度、生活クラブの電気の共同

購入実施と合わせて、生活クラブ風車の取組をメイキング映像として、組合員に公開することも検討し

ています。 

 

 

＜トピックス＞ 

 

2016 年 2 月 20 日号、生協流通新聞の１面に夢風ブランド 

活動発表会の様子が掲載されました。 

生活クラブが風車を建設したことを縁として、再生可能エ 

ネルギーの産地である秋田県にかほ市と消費材開発をすす 

める“夢風ブランド”が登場。 

－日本酒やラーメン、魚醤など－ 

 にかほ市のゆるきゃら「にかほっぺん」も登場しました。 

 

 

夢風ブランド活動発表会の様子を撮影する渡辺監督とカメラマン 



■にかほ市芹田地区で栽培された加工用トマトが 

生活クラブのトマトケチャップになりました ■ 

 

 2015年度、生活クラブ風車・夢風の土地を借用している芹田地区の

芹田営農組合で加工用トマトが実験栽培され約３トンの収穫がありま

した。収穫されたトマトは、JA庄内みどり遊佐支店の集荷場を経て山

形県の鈴木食品でトマトピューレに加工されました。トマトピューレ

の状態で愛知県のコーミ㈱に送られ、今年、生活クラブの消費材「ト

マトケチャップ」に加工されました。3月、芹田地区の各戸に、地区

の皆さんが育てた加工用トマトで作った生活クラブのトマトケチャッ

プをお贈りしました。 

国産の加工用トマトの自給率は 5％程度にまで落ち込んでいます。 

    芹田営農組合では、2016年度も栽培面積を増やして加工用トマトの 

実験栽培を行う予定です。 

 

 

■生活クラブ首都圏単協でにかほの特産品が取組まれています           ■ 

 

生活クラブ東京  

2/29 週～4/25 週 １品づつ５回の取組 

象潟うどん（国産小麦）、いちじく羊羹、無添加甘酒、純米大吟醸夢風、 

はたはたの甘露煮 

生活クラブ埼玉  

2/29（月）～3/4（金）開催【メゾン De 物産展 第 5 弾 秋田県にかほ】  

うわてん、塩漬けいぶりはたはた、山廃純米マル飛 No12、など 

3/21（月）～3/25（金）取組  いちじく甘露煮（素性糖、nonGM 水飴） 

生活クラブ神奈川  

3/21（月）～3/25（金）取組【にかほ市フェア】 

象潟うどん（国産小麦）、無添加甘酒、いちじく羊羹、はたはたの甘露煮 

  

  



・生活クラブ風車 Q＆A・ 

電気の小売り自由化がスタートします 

  2016年４月から、家庭の電気を含む小売りが完全自由化されます。 

 これまで、私たち消費者は、東京に住めば自動的に東京電力と契約するしかなかったわけですが、４

月からは消費者が電気（電力会社）を選べるようになります。私たちがどんな電気やサービスを希望

するのか、という選択が未来のエネルギーを変えることにつながります。ぜひ、「どんな発電方法の電

気を扱っているか？」を考え、地球温暖化問題の解決や持続可能なエネルギーのために、自然エネル

ギーへのシフトを応援していきましょう。 

  生活クラブは自前の風車「夢風」を建設した当初より、エネルギーを自分たちで選択できるよう、

電気の共同購入をすすめる事を掲げてきました。そして、2月のグリーンファンド秋田理事会で、「夢

風」の売電契約を㈱生活クラブエナジー

100％に切り替えました。いよいよ、生活ク

ラブ風車「夢風」や太陽光など自前の自然エ

ネルギーを発電源とした電気の共同購入が

生活クラブではじまります。6月に東京・神

奈川・埼玉・千葉で先行実施を行い、10月に

全国の生活クラブで自然エネルギーの電気

の共同購入をすすめます。 

 また、自然エネルギー基金への参加をつうじ

て、生活クラブのエネルギー政策の柱でもあ

る省エネもすすめていきます。 

 

 

＜小林孝行事業部長 退職のご挨拶＞ 

４月より、一般社団法人グリーンファンド秋田から㈱生活クラブエナジーへの異動が決まりました。

この 1年、生活クラブ風車「夢風」の建設地である秋田県にかほ市と生活クラブの間で「地域間連携に

よる持続可能な自然エネルギー社会づくりに向けた共同宣言」の基づき、にかほ市と生活クラブ首都圏

組合員との人的交流を広げるための企画をはじめ、夢風ブランド開発の取組みや加工用トマトの実験栽

培など多岐にわたる事業、活動に携われた事はとても有意義でした。 

ここで培った貴重な経験を次の職場で生かせるよう努力したいと考えております。 

1年間という短い期間ではありましたが、関係各位の皆様、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

グリーンファンド秋田・東京オフィスを 

4 月 25日より移転いたします。 

 

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町 1-6-9  

人形町大内ビル３階 

＊日比谷線、都営浅草線「人形町」駅より徒歩１分です。 

 

３F 新事務所 


